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症的な傾向を示す人格特性と関係があるためではないかと推測されている （Stansfeld et al．，  
1985）。しかし，ノイズ感受性と神経症的傾向との関連は常に支持されているのではない（Broad－  
bent，1972；Staples，1996）。一方，外向性とノイズ感受性の間には負の相関を示した研究が多い  
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された。また，無関連言語音効果とノイズ感受性の関わりを検討したEllemeier ＆ Zimmer  
（1997）では，数字の系列再生に対してノイズが及ぼす妨害効果は，ノイズ感受性が高い被験者の  
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（r＝0．56），自分の遂行成績の予測をかなり正確に行っていた。このことから，被験者は自分が効  
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いう行動指標が説明可能となった（Broadbent，1958；1963；Cohen，1978）。   
一方，覚醒水準による説明では，ノイズは覚醒度を高め，注意をひきつけやすいディストラク  
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ズのどのような特質が注意をひきっ仇 定位反応をもたらすのか，そのような特質は言語音に特  
有なのかどうかはまだ説明されていない。被験者の注意をひきつけ，妨害効果をもたらすような  
ノイズの特質の内容が明らかになれば，少なくともノイズが及ぼす妨害効果に関しては，言語音  
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